
       

 天

候

を
と
て
も
心

配

し
ま
し

た
が
、
さ
る
十
月
二
十
八

（
日
）

学
区
社
教
委
員
会
主
催
、
一
筆

啓
上
・
作

左
の
会
協

賛
で
学
区

ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
平
成

十
一
年
に
開
始
さ
れ
、
今
回
で

十
四
回
目
に
当
た
り
ま
す
。 

先
ず
、
コ
ー
ス
は
例
年
の
よ
う

に
一
周
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

学
校
（
本
部
）
、
大
聖
寺
、
淨
妙

寺
、
市
民
ホ
ー
ム
、
松
林
寺
、
御

鍬
神
社
、
法
性
寺
、
犬
頭
神
社
、

妙
国
寺
、
大
久
保
東
海
及
び
な 

        の
は
な
遊
歩
道
の
計
十
一
箇

所

に
ポ
イ
ン
ト
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
歴
史
の
あ
る
い

わ
ゆ
る
学
区
の
名
所
で
す
。 

年
々
、
各
ポ
イ
ン
ト
の
取
り
組

み
が
充
実
し
て
き
て
、
学
区
民
と

の
触
れ
合
い
が
ス
ム
ー
ズ
に
出
来

て
い
ま
す
。
参
加
者
が
ポ
イ
ン
ト

に
着
く
と
受
付
係
が
ポ
イ
ン
ト
用

地
図
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
く
れ

ま
す
が
、
更
に
各
ポ
イ
ン
ト
で
は

ダ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
に
参
加
し
た
り

（
市
民
ホ
ー
ム
、
法
性
寺
）
、
さ
つ

ま
芋
を
も
ら
っ
た
り
（
淨
妙
寺
）
、

風
船
を
も
ら
っ
た
り
（
松
林
寺
、

犬
頭
神
社
）
、
花
の
種
を
も
ら
っ

た
り
（
な
の
は
な
遊
歩
道
）
し
て
参

加
者
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

 

作
左
の
里
を
訪
ね
て 

 

～
法
性
寺
の
巻
～ 

ポ
イ
ン
ト
の
一

つ
で
あ
る
法

性

寺

は
、
平

安

時

代

の
中

頃

に
建

立
さ
れ
た
由
緒
あ
る
寺
で
、
か
っ
て

は
六
坊
（
僧
侶
が
住
む
六
つ
の
建

物
）
を
数
え
、
和
田
山
法
性
寺
と

号
し
、
大
き
な
寺
で
あ
っ
た
。
こ
の

中
の
定
光
坊
の
僧

永
玖

え
い
き
ゅ
う

は
学
識

が
あ
り
、
時

の
岡

崎

城

主

松

平

広
忠
の
帰
依
を
受
け
た
。
こ
の
永

玖
が
先
達
と
な
っ
て
於
大

お

だ

い

の
方
に

男
児
を
授
か
る
よ
う
祈
願
し
、
誕

生
し
た
の
が
家
康
で
あ
る
。
そ
の 

功
に
よ
り
一
五
五
四
年
三
月
法 

性
寺
お
よ
び
六
坊
は
岡
崎
城
下 

今
回
は
終
了
間
際
に
雨
が
降 

り
出
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
が 

参

加
し
て
頂
き
、
参

加

者
は
七

百
五
十
名
と
の
こ
と
で
す
。 

  

甲
山
寺
に
う
つ
さ
れ
、
わ
ず
か
に 

 

大
日
堂
だ
け
が
残
っ
た
。
法
性
寺

に
は
、
水
晶
の
目
の
入

っ
た
珍
し

い

室

町

時

代

の

作

と

言

わ

れ

る
仁
王
像
が
あ
る
。
皆
さ
ん
、

ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。 
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平
成
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一
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）
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ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
祭
り 

 

ポイント（法性寺）風景  


